
提
　
言

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
か

ら
３
年
が
た
と
う
と
し
て
い
る
中
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
、Society 5.0

の
実
現
に
向
け
た
制
度

構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
実
現
に
は
、

「
人
」
の
活
躍
を
促
し
、
そ
の
価
値
創
造
力
を
最
大

化
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。そ
こ
で
、多
様
な
人
材

の
挑
戦
を
阻
害
す
る
規
制
・
制
度
を
徹
底
的
に
見
直

す
と
と
も
に
、Society 5.0

の
実
現
に
向
け
て
残
さ

れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
る「
地
域
活
性
化
」や「
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」
を
加

速
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る（
図
表
１
）。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
経
団
連
は
、「
人

の
活
躍
促
進
」「
地
域
活
性
化
」「
Ｇ
Ｘ
」
に
関
す
る

規
制
改
革
に
つ
い
て
全
会
員
企
業
・
団
体
に
規
制
改

革
提
案
調
査
を
実
施
し
、
得
ら
れ
た
約
２
０
０
件
の

回
答
を
踏
ま
え
て
２
０
２
２
年
度
規
制
改
革
要
望
を

取
り
ま
と
め
た（
図
表
２
）。

　

本
稿
で
は
、
63
項
目
に
及
ぶ
こ
れ
ら
要
望
の
概
要

を
紹
介
し
た
い
。

２
０
２
１
年
度
か
ら
の
積
み
残
し�

─
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
規
制
改
革

　

本
提
言
は
、
大
き
く
①
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
再

提
出
分
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
積
み
残
し
」
と
、

②
新
規
要
望
の
「
多
様
な
価
値
創
造
を
実
現
す
る
規

制
・
制
度
改
革
」
の
２
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
規
制
改
革
に
つ
い
て
、
政
府

は
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
書
面
・
押
印
・
対
面
原
則
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
２
０
２
１
年
11
月
に
デ

ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会（
デ
ジ
タ
ル
臨
調
）を
設
置

し
、
約
４
万
の
法
規
制
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
観
点
か
ら
集
中
的
な
見
直
し
を
決
定
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
規
制
改
革
が
着
実

に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２
０
２
２
年
度
要
望�

─�
多
様
な
価
値
創
造
を
実
現
す
る�

規
制
・
制
度
改
革

　

②
の
新
規
要
望
で
は
、「
多
様
な
価
値
創
造
を
実

現
す
る
規
制
・
制
度
改
革
」
と
し
て
、
人
、
地
域
、

グ
リ
ー
ン
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
具
体
的
な
規
制
改
革

を
提
案
し
て
い
る
。

　

第
１
の
テ
ー
マ「
人
の
活
躍
促
進
」に
つ
い
て
の
要

望
は
、４
つ
の
分
野
で
構
成
し
て
い
る
。１
つ
目
は「
多

様
な
働
き
方
・
キ
ャ
リ
ア
へ
の
対
応
」で
あ
り
、
提
言

で
は
と
り
わ
け
資
格
者
関
連
要
件
の
緩
和
を
通
じ
た

S
ociety 5

.0

の
達
成
に
向
け
て

─
２
０
２
２
年
度
規
制
改
革
要
望

キ
ャ
リ
ア
機
会
の
拡
充
を
取
り
上
げ
た
。
具
体
的
に

は
、建
設
の
監
理
技
術
者
や
電
気
主
任
技
術
者
、水
素

ス
タ
ン
ド
の
保
安
統
括
者
等
を
は
じ
め
と
す
る
資
格

取
得
や
資
格
者
の
配
置
に
お
い
て
、
実
情
や
能
力
を

十
分
に
加
味
せ
ず
に
形
式
的
な
学
歴
や
経
験
要
件
を

求
め
る
規
制
は
、見
直
す
べ
き
で
あ
る
。２
つ
目
は
、

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
躍
進
」で
あ
る
。
諸
外
国
に
比

べ
て
起
業
率
が
著
し
く
低
い
日
本
に
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
制
度
構
築
が
欠
か
せ
な
い
。

公
共
調
達
へ
の
参
加
要
件
の
緩
和
や
、
外
国
人
起
業

家
の
在
留
資
格
取
得
要
件
の
緩
和
等
が
求
め
ら
れ
る
。

３
つ
目
は
、「
外
国
人
材
の
活
躍
促
進
」で
あ
る
。
世

界
各
国
の
優
秀
な
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
活
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躍
・
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、在
留
資
格「
特
定

技
能
」
の
対
象
分
野
の
拡
大
や
受
け
入
れ
企
業
の
定

期
届
け
出
の
簡
素
化
等
を
求
め
る
。４
つ
目
は
、「
健

康
を
支
え
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
」
で

あ
る
。
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
実
現
に
向
け
て
、
遠
隔
で
の
健
康
医
療
相
談
の

拡
大
や
、企
業
に
よ
る
生
体
デ
ー
タ
の
解
釈
・
予
防
策

の
提
案
等
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
医
師
法
第
17
条

の「
医
行
為
」の
範
囲
の
明
確
化
や
緩
和
を
期
待
す
る
。

　

第
２
の
テ
ー
マ
「
地
域
活
性
化
」
は
、
多
様
な
人

材
が
活
躍
す
る
場
を
作
り
出
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
消
と
地
域
経
済
の
発
展
に

向
け
て
、
様
々
な
産
業
の
活
性
化
が
必
要
と
な
る
。

革
推
進
会
議
に
加
え
て
、自
身
が
担
当
し
て
い
る
地
方

創
生
、２
０
２
₅
年
日
本
国
際
博
覧
会
な
ど
で
も
規
制

改
革
の
観
点
が
求
め
ら
れ
る
局
面
が
あ
る
た
め
、
総

合
的
な
取
り
組
み
が
有
効
と
考
え
て
お
り
、
官
と
は

ま
た
異
な
る
知
見
を
持
つ
経
済
界
と
と
も
に
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
力
強
い
発
言
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
規
制

改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
も
具
体
的
な
規
制
改
革
の

議
論
が
進
ん
で
い
く
。
経
団
連
の
要
望
が
１
つ
で
も

多
く
実
現
す
る
よ
う
、
政
府
へ
の
働
き
掛
け
を
よ
り

強
化
し
て
い
き
た
い
。

Society 5.0

の
実
現
と
い
う
社
会
構
造
の
大
き

な
転
換
に
は
、
社
会
に
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
る
規
制
・
制
度
を
継
続
的
に
見
直
す
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
。
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
今

後
も
必
要
な
規
制
・
制
度
改
革
を
提
言
し
て
い
く
。

引
き
続
き
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
農
地
の
転
用
許
可
基
準
の
弾
力
化
や
、

地
熱
発
電
の
促
進
に
向
け
た
土
地
利
用
の
要
件
緩
和

な
ど
を
求
め
る
。
ま
た
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

や
無
人
化
に
向
け
て
、「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」
の
原
型

で
あ
る
無
操
縦
者
航
空
機
の
離
島
や
山
岳
部
等
に
お

け
る
試
験
的
商
用
飛
行
の
実
現
も
提
案
し
た
。

　

第
３
の
テ
ー
マ
の「
Ｇ
Ｘ
」は
、政
府
が
掲
げ
る
２
０

₅
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
。新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
の

た
め
、バ
イ
オ
ガ
ス
設
備
や
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
の
促
進
に
向
け
た
制
度
整

備
が
求
め
ら
れ
る
。ま
た
、環
境
配
慮
型
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
使
用
に
よ
る
、建
築
物
の
低
炭
素
化
に
つ
い
て
も

技
術
が
進
展
し
て
い
る

が
、
現
在
の
技
術
的
基

準
で
は
建
築
材
料
と
し

て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

法
令
が
制
定
さ
れ
た
当

時
は
想
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
技
術
が
次
々
と

開
発
さ
れ
て
い
る
中
、

そ
の
実
装
に
向
け
た
規

制
改
革
が
何
よ
り
も
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
提
言
の
公
表
後
、

岡
田
直
樹
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣（
規
制
改
革
）

に
提
言
を
建
議
し
た
。

大
臣
か
ら
は
、
規
制
改

着
実
な
規
制
改
革

に
向
け
て

図表１　提言で取り上げたテーマ

人の
活躍促進

地域活性化

GX

資格者
関連要件
の緩和スタート

アップの
躍進

多様な
働き方・
キャリアへ
の対応

ヘルスケア
サービスの
多様化

業務効率化
による
生産性向上

新たな
グリーン
技術の実装

再生可能
エネルギー
の普及

農業・
観光の
活性化

地域の強み
を活かした
ビジネス実装

外国人材
の活躍
促進

岡田大臣への建議（2022年9月29日）

左から筒井委員長、岡田大臣、時田委員長

図表２　2022年度規制改革要望─人・地域・グリーン【概要】
Ⅰ．基本的考え方

Ⅱ．デジタル改革の積み残し（2021年度の再要望）

■ ポストコロナを見据え、Society 5.0の実現に向けた制度構築が急務。カギを握るの
は「人」であり、あらゆる人材が活躍できる環境を整え、その価値創造力を最大化
することが不可欠。加えて、活躍の場となる地域活性化・GX（グリーントランス
フォーメーション）も残された課題

■ そこで、「人の活躍促進」「地域活性化」「GX」をテーマに 63項目を取りまとめ

柔軟な働き方を実現する環境整備1 業務効率化等による働き手の生産性向上2

Ⅲ．多様な価値創造を実現する規制・制度改革（新規要望）

人の活躍促進1

(1) 多様な働き方・キャリアへの対応 

(3) 外国人材の活躍促進

(2) スタートアップの躍進　

(4) 健康を支えるヘルスケアサービスの多様化

地域活性化2 GX3
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